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第3期会長　坂本憲治

　三代目会長就任させて頂いたときは、現在の様な会に発展するとは想像もつきませんでした。

当時は、会員数も20名位でしたので、50名増強を目標に会員の増強に力を注ぎました結果、会員皆様のお力により達成出来ました。取り組む課題も多くあっという間の１年と記憶いたしております。諸事業を列挙しますと

１）会員５０名達成
２）会則の整備

３）役員会の方向づけ
４）例会運営のあり方

５）共同事業

６）家族大運動会

７）役員立候補制
８）SMI勉強会への積極的な参加

９）会員企業への訪問

１０）海外旅行

このように発展出来ましたのは、各歴代会長のリーダーシップと役員諸氏の情熱、会員の皆様のご協力のお陰と感謝いたしております。今回、皆様のお陰で２０周年を迎えさせて頂く事となりましたが、今の気持ちを大切にして、ダイナミックオーナーズ会が益々発展して行きますよう念願してやみません。本当にありがとうございました。
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第７期会長　杉迫武伺

前年の会長は清瀬氏でした、８９年の暮れオーナーズ会１２月定例会の講師は日経新聞社、元編集長の講演でした、その時の言葉を今も忘れません.「新聞は嘘ばかりです、本当の事はスポーツの結果ぐらいです」と話されたことと、ロシア問題で世界経済は暗い影が漂うでしょうと話されていた。
そしてソレカラ２週間経った１２月28日に日経２２５平均が史上最高値をつけた明けて、90年のオーナーズ会新年例会（確か1月10日）株の大暴落の始まりで1２月例会の話しが話題になりました.原因は違っていたが結局バブル崩壊はその日から始まったのです.１９９０年　「なつかしいなー」　今となっては遠い昔のような気がします
第７期ダイナミックオーナーズ会の会長に推された時、私も若き青年実業家の端くれを自認していた時代でした.成功の秘訣は、果敢な挑戦（チャレンジ）と怠り無き準備（ケアフル）と
本気（コミットメント）の「３Ｃ」であると確信していました.時は流れ、濃淡は有れどこの思いは今の変わりません。
第９期会長　太田年明

１９９２年７月～１９９３年６月
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目が点になるというのは、こんなことでしょうか？オーナーズ会現役の会長が退会したと聞いた時。さらに暫定での会長を引き受け残り半年を乗り切っていただいた石橋会長より次期会長を進められた時。波乱の「会」に今こそ必要なものは、オーナーズの成り立ちを思い起こし、ＳＭＩ、サクセスの前向き精神、綱領､信条に込められた「基本」に立ち戻ることだとして、私のテーマにしました。

１２ヶ月の挨拶を綱領信条の１２か条に合わせて挨拶をしたことを記憶しております。

具体的には第二水曜、太閤園で行い、例会は講演会主体、委員会での体感学習と決めました。

多くの先生にお越し頂きました。橋本純一、大川進一郎、上甲晃、深野一幸、藤尾秀明各先生、竹内祥起上人、さらに会員による講師に堀田、松井、中野、峠、堀内、南、各氏が熱弁を振るって頂きました。最後の例会には「長の言いたい放題」と題して私と委員長の６人でパネルディスカッションを行いました。目的は「見つめなおし、今後にいかす」であり、全て前向き肯定的に笑顔で終わることでした。次に続けることが出来たことを皆様に感謝しております。

第10期会長　岩井雄一


１９８４年６月１４日　　S　・M　・I　のユーザーで有り、会社のオーナー８人の勉強会、それが「ダイナミックオーナーズ会」の原点です。ダイナミックオーナーズ会が発足して１０年という大きな節目に会長を努めさせて頂き大変光栄に思い感謝していたことを想い出されます。　そこで、他に類を見ない

☆　価値ある　D ・ O会

☆　素晴らしい　D ・ O会

· 魅力的な　D ・ O会

· ハイレベルな　D ・ O会

を創り出そうという熱意から、オーナーズ会が理想に向かい益々発展し続ける事、そして会の組織 ・運営が程良く釣り合って行く事を願い『向上と調和』をテーマとし取り組んで参りました。

お蔭様で例会の出席率も非常に高く、平均90％位という活気有る会を創り出せた事と思います。　「私の人生の中で一番輝いていた時」ではないでしょうか。

